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関係学位論文集成 1931－1990」（平成 3 年度），
「図書館情報学関係学位論文集成 1986－1990」
































事典』（1771の最終版），Diderot et D'Alembert の
『百科全書』（全35巻），Panckouckeの『系統的百
科全書』（この事典の全巻所蔵は当館が本邦で唯
一である），ラルースの『19世紀大百科事典』と
『20世紀大百科事典』，Augéの『新ラルース挿絵
入り事典』など，またFuretièreの『万有事典』の
復刻版などを入れると，まさに百科事典の宝庫で
あると云えよう。
書誌類もまた充実している。網羅的にはほど遠
いが，C. Gesnerの『世界文庫』の復刻やDe Bure
の『教養書目』のオリジナルなどを含め，図書館
目録や販売書誌まで書誌類の蔵書の層は厚い。
単著では，グーテンベルク聖書の「エゼキエル
書」の一葉やインクーナーブラの 1 冊などメディ
ア媒体・印刷・文字に関するものなどサンプル例
として数多くのものが収集されている。特に和
書・漢籍の場合はこの例が多い。17世紀の初期雑
誌もこの例であるが，“Journal des sçavans”，
1666－1722．はオリジナルで，“Acta eruditorum”，
1682－1776．もマイクロフィッシュで入っている。
情報メディアユニオンの新棟の完成によって，
ディジタルメディアを使用するスペースであるマ
ルチメディアプラザ，メディアミュージアム（展
示コーナー）と貴重書庫並びに演習に使える貴重
書閲覧室ができた。貴重書は蔵書の核であり，図
書の森の巨木に喩えられよう。この蔵書の核を作
るために，貴重書購入の予算枠の仕組みを 3 年前
からつくったが，この方針は堅持したいものであ
る。
（てらだ・みつたか　図書館情報学系教授）
『文献足徴』［扁額は図書館情報学図書館で保存］
（今澤慈海の揮毫による前身校図書室に掲げられ
ていた扁額。氏は戦前の日比谷図書館黄金期の館
頭，戦後は成田図書館長として活躍した代表的な
図書館人である。文部省図書館員教習所の設立功
労者の一人であり，長年講師を勤めた。）
